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口

次

第

章

国
家
お
よ
び
法

の
秩
序
に
お
け
る
基
本
権

の
機
能

1
.
個
人
と
国
家
の
間
の
緊
張

の
場

に
お
け
る
基
本
権

12
.
3
,
4
.
5
.
6
.

人
類
学
的
根
拠
づ
け

法
の
前
提
で
あ
り
創
造
物
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

中
心
的
な
基
本
権

に
か
ん
す
る
諸
問
題

政
治
の
手
段

で
あ
り
目
的
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

客
観
的
原
則

で
あ
り
仁
観
的
権
利
で
あ
る
も
の
と
し
て
の
基
本
権

基
本
権
の
私
人
間
的
側
.面
に

つ
い
て

V『
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四

二

(
工02

)

皿
.
基

本

権
理
論

の
た
め

の
推
論

1
.
基
本

権

の
防
御

的

(d
efe
n
s
iv
)

理
解

と
構
成

的

(7
0
霧

け一ε

且
く
)

理
解

2
.
右

.

.
つ
の
理
解

の
位

置
付

け
と

境
界

3
.
一
　
　
(　
_I
(?
in
s
tit
u
tio
n
e
ll*=)
基
本

権

理
解

の
概
念

に

つ
い
て

(以
ヒ

、

m
.
国
家
の
構
成
的
要
素
と
し
て
の
基
本
権

-

民
駐
的
法
秩
序
の
必
須
物

1
.
国
家

の
構
成
的
要
素

2
.
基
本
権
の
再
構
成

の

憲
法
制
定
者

に
よ
る
も
の

ω

連
邦
裁
判
所

に
よ
る
も
の

翻

民
陀
的

・
法
治
国
家
的
お
よ
び
連
邦
国
家
的
秩
序
の
必
須
物
の
番
人
と
し

て
の
連
邦
裁
判
所

痂

不
文

の
基
本
権

の
肯
認

㏄

連
邦
憲
法
第
四
条
の
極
限
ま
で
の
援
川

曲

連
邦
憲
法
の
不
文

の
基
本
権
と
連
邦
憲
法

.

.

...条

の
い
う

「憲
法
」
の
権
利
」
の
概
念

3
.
権
利
実
現
の
過
程
に
お
け
る
基
本
権
の
機
能

e)d)c)b)a

経
済
的

ロ
政
治
的
領
域
に
お
け
る
立
法
の
事
前
形
成

立
法
の
正
式
の
手
続

個
別
事
案
毎
の
決
定

の
手
続

内
容

の
統
制

諸
々
の
手
続
段
階
の
相
関
的
作
川

4
.
少
数

者

の
保
護

5
.
ス
イ

ス
に
お

け
る
基
本

権

の
、

の

連
邦

国
家

の
統

合

ω

経
済

制
度

の
保
障

第

。
.章

基

本
権

の
実

現

1
.
基
本

権

を
具
体

化

す
る
必

要
性

そ
の
他
の
特
殊
な
機
能

本

誌

.
L
O

号
)

A

以

陵

し 本
雪畳:巳 蓼 腿心

ij

　

 

(
以

L

、

本

誌

.
し

.

.号

)

iii
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n
.
基

本
権

の
部
分

的
内

容

1
.
基
本

権

の
、
直

接

的
請

求

の
根
拠

と

な
る
内

容

2
.
プ

ロ
グ

ラ

ム

S
層

(p
i°o
g
ra
m
m
a
tis
ch
e
S
ch
ic
h
t
)

3
,
単
純

な
法
適

用

の
際

の
基
本

権

の
%
面

防
護

　

(fla
n
k
ie
r
en
d
)

作
用

m
.
様

々
な
基

本
権

内
容

の
国
家
機

関

へ
の
配
分

(Z
u
o
rd
n
u
n
g
)

1
.
課

題

-

適
切
な
機
関

の
決
定

2
.
立

法

者

3

.
執

政

(即
oσq
ie
ru
n
gq
)

と
行
政

(V
e
rw
a
ltu
n
g
)

4

判

伽

付
説

.
権

限
あ

る
国

家
機

関

の
決
定

に
か

ん
す

る
事

例
と

し

て

の
ス
イ

ス
基
本

権
判

例

の
歴
史

W
.
基
本

権

に
も

と

つ
く
給

付
's
求

権

(L
eistu
n
g
sa
n
sp
ru
ch
)
ー

祉

会
的

基
本

権

1
.
問

題

2

.
連

邦

裁
判

所

の
判
例

3
.
連

邦

裁
判

所
判

例

の
分
析

　e)d)c)b)a

 

4

司
法

審
査

適
合

性

V
.
合

憲
解

釈

(<
9
.貯
ss
u
n
g
s
k
o
n
fo
r
m
e
A
u
sle
gq
u
n
g
)

-

蛎

μ

2
.
連
邦

裁
判

所

の
憲

法
裁
判

権

に
お

け
る
意

義

の

邦
法

令

に
対

す
る

抽
象
的

親
範

統
制

の

邦

の
個

別
的

行
為

に
対

す

る
審
査

警
察

の
保
護
義
務

公
的
根
拠

の
援
川

給
付

の
性
格
を
も

っ
た
手
続
的
保
障

.平
等
処
遇

の
命
令
に
淵
源
す
る
給
付
請
求
権

　
　
法

(H
a
ftr
ech
t
)
に
お
け
る
給
付

〔判
定
〕
の
決
定
的
基
準

(
以

L

、

本

誌

.
し

..

.号

)

(
以

L

、

本

誌

一
し

四

口、5
)
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四

四

(
M09
8
)

の

速
邦

法
律

の
合

憲
解

釈

(以

L
、

本

誌

.
L

π
号

)

付
説

.
適

用
嘱

案

に
お

け

る
連
邦

参
事

会
命

令

の
審
査

3
.
憲
法

に
適
合

す

る
裁

量
権

行
使

(E
i-m
e
ss
en
sa
u
su
b
u
n
g
)

W
.
基
本

権

の
第

↓..者
効

力

1
.
問

題

2

.
第

...者
効

力

説

の
論
拠

3

.
基

本
権

の
第

...者

効
力

の
原

則
的

承
認

ω

学
説

と
憲

法

(D
o
k
trin
a
n
d
V
e
r
fa
ssu
n
g
s
rec
h
t
)

励

連
邦

裁
判

所

の
判

例

4
.
私
法

に
お

け

る
基
本

権

の
適

川
状

況

(A
n
w
en
d
u
n
g
sm
o
d
a
lita
t
)

の

直
接

的
第

.一、者

効
力

か

間
接
的

第

4..者
効

力

か

(d
ire
k
te
Od
er
in
d
ire
k
te
D
rit
tw
ir
k
u
n
g
)
?

ω

区
別

す

べ
き
必

要
性

の

第

...者

効
力

理

論
と

基
本

権

の
部
分

的
内

容

(
以
L
、

本
誌

一
し

六
号

)

第

...章

基
・本
権

の
妥
当

領
域

に

つ
い

て

囲

1
.
妥
当

領
域

の
決

定

ー

.
方

法
論
的

注

記

2
.
人
的

妥
当

領
域

の
確
定

-

各

論

(以
L

、

本
誌

一
L
L

ロ、7
)

n
.
基
本
権

制
約

の
問

題

と

の
関
連

第

四
章

基

本
権

の
制

約

1
.
法

律
L

の
根
拠

1
.
法
律

と
基
本

権

の
間

の
同

一
化
傾
向

(K
o
n
v
ei・g
e
n
z
)

と
衝
　
C
(K
o
n
flik
t)

2
.
基
本
権

制
約

の
た

め

の
前

提

と
し

て

の
法

律

の

基

本
権

制
約

の
際

の
法
律

の
位

置
.:
'
±
'

(S
te
lle
n
w
e
rt
)

(以
=
、

本
誌
本

号

)

励

法

律

の
根
拠

の
要
請

の

個

別
事
例

113一



の

特
別
の
法
律
関
係

㎏め

警
察
的

一
般
条
項

付
説
.
慣

習

法

の

法
律
L

の
根
拠
の
要
求
に
か
ん
す
る
連
邦
裁
判
所

の
そ
の
他

の
国
法
裁
判
の
基
f
権
関
係

(G
ru
n
d
rec
h
ts
b
ez
iig
e)

の

代
表
の
原
則

㎏励

連
邦
憲
法
第
四
条
の
分
野
に
お
け
る
合
法
性

の
原
理

C

°もー

瞳

e

■

て

3
.
基
本
権
保
障

の
た
め
の
法
律

の
機
能

へ
の
期
待

の

法
律

へ
の
伝
統
的
な
期
待

励

.平
等
に
処
遇
す
る
法
律

の
白
由
保
障
機
能
の
喪
失

の

個
別
事
例
毎

の
正
義
に
か
ん
す
る
法
律
的
規
律
の
不
可
能
性

の

判
決

の
卍
確
さ
の
た
め
の
最
善
の
保
障
を
と
も
な

っ
た
手
続

H
.
公
共

の
利
益
と
比
例
原
則

1
.
基
本
問
題
11
利
益
衡
賦

2
.
利
益
衡
最
の
方
法

3
.
公
共
の
利
益

の
決
定

の

社
会
の
変
化
を
背
景
と
し
た
連
邦
裁
判
所
判
例
の
展
開

励

公
共
の
利
益
を
決
定
す
る
手
続
と
基
準

の

「公
共
の
利
益
」
概
念

の
不
卜
分
さ

の

妥
当
す
る
侵
害
利
益
の
質

の
審
査

4
.
比
例
原
則

の

客
観
的
内
容

ゆ

行
政
法
に
お
け
る
比
例
原
則
の
部
分
内
容

の

基
本
権
侵
害

の
審
査

の
際

の
比
例
原
則

拍

副

出
発
点

ほ
基
本
権

の
保
護
領
域
の
関
係
性

112一
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淘

基
本
権
の
比
例
原
則
蕃
査

の
特
殊
性

酬

人
的
関
係
の
顧
慮

由

そ
れ
白
体
は
合
憲
的
な
規
範
の
適
川
の
際

の
比
例
原
則
の
審
査

田㏄

比
例
原
則
と
裁
股

の

特
別
の
基
本
法
と
し
て
の
比
例
原
則
?

田

連
邦
裁
判
所

の
判
例

垣め

基
本
権

の
時
宜
に
叶

っ
た
性
格
か
ら
出
る
疑
念

酬

竣

的
比
例
原
型

の
原
理
〕
に
よ
る
恣
意
禁
止
の
限
界
付
け

の

付
言
11
人
格
的
n
由
と
の
関
係

d

皿
.
核
心
的
内
容

1
.
核
心
的
内
容
の
保
障

の
機
能

の

歴
史
的
視
点

ω

立
法

の
制
約

の

判
決

の
制
約

2
.
核
心
的
内
容
の
確
定

の

判
決

の
展
開
指
針

m

核
心
的
内
容
の
確
定

に
つ
い
て
の
方
法

の

核
心
的
内
容
の
確
定

に
対
す
る
国
際
法
の
影
響

ラ

ゴ

ロ

d

壕

伊

3
.
核
心
的
内
容
の
保
障
と
い
う
開
か
れ
た
問
題

第
κ
章

基
本
・権

の
競
合

1
.
ンγ

命

ー

・…"

H
.
競
合
問
題
解
決
の
不
可
避
性

1
.
基
本
・権
の
多
様
な
機
能

2
.
基
.本
権
の
多
様
な
制
約
可
能
性

四

六

(
PO02

)

111



3
.
時
効

の
適
川

を
受

け

ず
か

つ
不

可
譲

の
基

本
権

皿
.
課

題

ー-
紛

争

の
中

に
具
体

的

に
存

在
し

て
い
る
諸

利
益

の
分

析
と

評
価

1
.
具
体
的

な
紛

争
局

而

の
関
連

性

(R
elev
a
n
z
)

2
.
す

べ
て

の
関

連

あ
る
基

本
権

内

容

へ
の
顧
慮

W
.
と

く

に
連

邦
憲

法
第

四
条

の

・
他

の
基
本

権

と

の
関
係

に

つ
い

て

第
六

章

人

権

の
国

際
法

的
保

障

と

そ
の
連

邦
憲

法
k

の
基

本
権

と

の
関
係

1
.
国

際
法

に
お
け

る
人

権

1
.
国
際
的

次
.兀
で
の
人
権

の
法

典

化

2

.
国
際
法

的
人

権
保

障

の
固
有

性

n
.
ス
イ

ス
に
お
け

る
国

際
法

的
人

権

保
障

の
妥
当

性

1
.
判

決

に
か
ん

し

て

2

.
疏

法

に
か
ん

し

て

3

.
外

交
政

策

に
お

い
て

皿
.
連
邦

憲
法

の
基
本

権

と
欧

州
人

権
保

護
　fE
　

(E
IV
IR
K
>
G
間

の
関

係

ー

.
欧

州
人

権
保
護

条

約

の
憲

法

水
準

2

.
欧

州
人

権
保
護

条

約

の
保
障

と
連

邦
憲

法

の
基
本

権
と

の

一
致
?

3

。
連

邦
憲

法
と
欧

州
人

権

保
謹

条
約

が
同

時

に
援
用

さ
れ

た
場
合

に
連

邦
裁

判
所

の
執
る

べ
き

措
置

寸

求

f

δ9

事
項

索

引

XI
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四

八

(
【'a9
】
)

n
.
基
本
権
制
約
の
問
題
と
の
関
連

1
.
基
本

権

は
、

紛
争

に
お

け

る
憲
法

の
対

向
的

な

(
g
e
g
e
n
la
u
f
ig
)
日

的

設
定

に
う

ま
く
合

致

す
る

(σq
霞
讐
雪

)

こ

と
が

で
き

る
。

そ
の
よ

う
な
場

合

に

は
、
基

本
権

行
使

に
か
か
わ

る
利
益

が
優

越
性

を

維
持

す

る
と

い
う

こ
と
だ

け
が
地

ず

る

の

で
は
な
く

、
時

に
よ

っ
て

は

他

の
事
柄

(A
n
lie
g
e
n
)

が
よ

り
重

要

な
も

の
と
な

っ
て
、

基
本

権

を

押

し
除

け

て
し

ま
う

こ
と
も

あ

る
。

基
本

権

の
制

約

(bo
$
q
漸

r
a
n
k
u
n
g
)

に

つ
い

て
は
、

人

は
、
右

の
-'-6
う
な
X

脈

(Z
u
s
a
m
m
e
n
h
a
n
g
)

に
お

い
て
、

次

の
よ
う

に
論

じ

て
い
る

。

つ
ま
り

、
学

説

お

よ
び
判

例

に
よ

れ
ば

、
基

本
権

の
制

約

は
、

そ
れ
が
法

律

L

の
根
拠

に
も
と

づ
き
、

優
越

的

な
公
共

の
利

益

と
合
致

し

、

比
例

原
則

に
反

せ

ず

(
v
e
r
h
a
lt
n
is
m
a
s
s
igq
)
、

か

つ
基

本
権

の
核

心
的

内

容

を
侵
害

し

て

い
な

い
場

合

に
許
容

さ

れ

る

の

で
あ

っ
て
、

基

本

権
制

約

に
か

ん

す

る
許

容
性

の
問

題

は
、

こ
の
よ

う
な
諸

基
準

に
立

ち
返

ら

な
け
れ

ば

な
ら

な

い
の

で
あ
る
、

と
。

こ
の
点

で
ま

ず
関

心
を

も
た

れ
る

の
は
、
右

の
よ
う
な
観

察
方

法

の
も

た
ら
す
結

果

で
あ

る
。

す
な

わ
ち

、
基
本

権
制

約

に

つ
い
て
語

り
、

ま

た
基

本

権
制

約

の
合

憲

性

の
問

題

に

つ
い

て
探

求
す

る

こ
と

が
意

味
を

も

ち

う

る

の
は
、

基

-権

'要
求

(G
r
u
n
d
re
c
h
t
sa
n
s
p
r
u
ch
)

が

確
定

し
、

か

つ
周

知

で
あ

る
場

合

だ

け

で
あ

る
。

基
本

権

侵

害

の
訴

え

(
勾
O
σq
o
)
が

あ

っ
た
場

合

に

な
さ

な
け

れ

ば

な

ら
な

い

の
は
、

ま

ず
、
裁

判

さ
れ

る

べ
き
事

実
関

係
が

原
則

か

ら
み

て
基

本

権

の
保
護

領
域

の
中

に
あ

る
か
.否

か
を
探

求

す

る

こ
と

で
あ

り

、
続

い
て
、

異

議

を
唱

え
ら

れ

て

い
る
権
利

侵
害

が
前

述

の
諸
前

提
を
充

た

し

て

い
る
か

否
か

、

つ
ま
り

は
憲
法

に
適

合

し

て

い
る
か
否

か

を
審

理
す

る

こ

と

で
あ

る

(
.
.段

階
処

潰

〔N≦
9
ω
ε

陰
σq
e
s
V
o
r
g
e
h
e
n
)
)
。

こ
う
し

た
方

法
論

的

な

(m
e
t
h
o
d
is
c
h
)

処
理

の
仕

方

は
、

一
方

の
、

基

本
権

の
妥

当

領
域

と

、
他

方

の
、

基

本

権

の
保

護

さ
れ

た
領

域

へ
の
侵
害

と

を
、

明
瞭

に
区
別

し

う

る

の
だ
と

い
う
仮

定

(A
n
n
a
h
m
e
)

に
も
と

つ

い

て
い
る
。

し

か

し
、
基

本

権

の
保
護

領
域
を

定

義

的

に

(d
e
fin
ito
i°is
ch
)
画
定

し

よ

う
と
す

る

こ
と
が

な
さ

れ

て

い
な

い

こ
と

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
ま

で

に
述

べ
た

と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ

(97i
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こ
で
の
論
議

は
、

そ
の
よ

う
な
状

況

と
関

係

し

て
い
る

の

で
あ

る
。

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

2

.
連

邦
裁

判
所

の
す

る

↓
つ
の
分

析

が
.小
す
も

の
は
、
右

掲

の

"
.
一段
階

処

置
"

は
占

典
的

な
、

さ

も

な
け
れ
ば

確
認

さ

れ

た
基

本
権

要
求

(h
la
s
s
ic
h
e
o
d
e
r
s
o
n
s
t
e
r
h
a
r
te
t
e
G
r
u
n
d
r
e
c
h
ts
a
n
sp
r
u
c
h
e
)

に
か

ん

し

て
の
み

執

ら
れ

う
る

も

の
で
あ

る

こ
と

が

明

ら
か

で

あ

る
、
と

い
う

に
あ

る
。
基

本

権

に
よ

っ
て
保

障
さ

れ

た
要
求

の
内

容

は
、
多

か

れ
少

な
か

れ
、

こ
の
事

案

で
は
確

定
し

て
い

る
。
換

言

す

る

な
ら
、

こ
の
事
案

に
お

い

て
は
、
保

障
領

域

が
、

い
ず
れ

に
せ

よ
ト

分

に
精
確

に
画
定

(u
m
r
e
is
s
e
n
)
さ

れ

て
い
る

の

で
あ

る

か
ら
、

国
家

Q̀
措

置

(
M
a
s
s
n
a
h
m
e
)

を
、

確
立

さ

れ
た

基
本

権
位

置

へ
の
'"
襲

(E
in
d
r
in
g
e
n
)
と

し

て
性
格

づ
け
る

こ
と

が

で
き

る

の

で
あ

る
。人

格

の
自

由

の
部

分

内

容

と

し

て

の
、

人

の
身

体

の

無

欠

性

(
〔
ー1
人

身

に

対

す

る

侵

襲

の
排

除

)

h
o
rp
e
r
lich
e
I
n
teg
r
itcit)

は

、

確

認

さ

れ

て
お

り

、

か

つ
争

わ

れ

る

こ
と

の
な

い
も

の

で

あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

身

体

の
無

欠

性

の
侵

害

1

た

と

え

ば
、

何

ら

か

の

訴

訟

(P
ro
z
es
s
)

の

領

域

に

お

け

る

証

拠

確

=F

(B
e
w
e
is
ein
g
r
iff
)

C>̀

た

め

に

す

る

身

体

へ

の

F

-<

(B
e
e
in
t
ra
ch
tig
u
n
g
)

に

つ

い

て

の

国

家

の

指

示

(
A
n
o
r
d
n
u
n
g
)

に
よ
る
そ
れ

ー

を
基
本

権

の
制
約

で
あ
る
と
み
な
し
、

ま
た
、
可
能

な
限
り
自
由
を
尊
重

す
る
よ
う
な
国
家

の
行
為

を
保
証

(
b
iir
g
e
n
)
し

て

い
る

諸

基

準

に
照

ら

し

て
そ

れ

を

考

量

す

る

こ
と

は

、

意

味

あ

る

こ
と

と

い
え

る
。

1:

 

3
.
の

す

で

に
、

占

典
的

基
本

権

の
伝
統

的

な
保

護
領

域

の
拡
大

に
際

し

て
、
前

述

の
方

法
論

的

な
仕

方

(V
o
r
g
e
h
e
n
)

は
、

限
界

㎜

に
来

て
い
る
。

そ
れ

を
例
証

す

る
も

の

は
、

次

の
よ

う
な
、

人
格

の
自

由

(
P
e
rs
o
n
lic
h
e
F
r
e
ih
eit
)

の
創

造

的
な
発

展

で
あ

る
。

つ
ま

り

、

連

邦

裁

判

所

は
、

憲

法

の
最

小

限

要

x

(M

in
d
es
ta
n
s
p
i・u
c
h
)

を

、

人

間

の
尊

厳

に
適

合

し

、

か

つ
陰

険

(
ω〇
三
犀
p。
昌
α
ω
)

で

な

い

拘

留

の
執

行

(
H
a
ftv
o
llz
u
g
)

に
発

展

さ

せ

、

ま

た

し

た

が

っ
て
、

か

つ

て
法

-U
は

無

関

係

(r
ec
h
ts
fr
ei)

で
あ

る

と

み

な

さ

れ

て

い

た

領

域

を

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

i

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

』

(九

)

四

九

(
002

)



五

〇

(
90aノ昌
)

基

本

権

で
充

填

(e
in
fa
s
s
en
)

し

て
き

た

。

こ

う
し

た
判

決

の
結

着

点

(A
u
s
g
a
n
g
s
p
u
n
k
t
)

は
、

L

述

の
条

件

の
ド

で

の
み

処

置

さ

れ

て
よ

い

収

監

者

(G
e
fa
n
gq
曾

)

の
固

定

的

な
人

身

の
自

由

領

域

の
観

念

で

は

な

か

っ
た

の

で
あ

っ
て
、

む

し

ろ

、

〔
こ

の
〕

判

例

は

、

被

拘
禁

者

の
、

た

と

え
ば
医
師

や
宗
教
者

の
世
話
を
受
け
た
り
、
家

族
と
接
触
し

た
り
す
る

こ
と
な
ど

の
身
体
的

活
動
を
求
め

る
要
求

-

こ
れ
を
認

め
る

こ
と
は

配

慮

の

し

す

ぎ

で
あ

る

に

つ

い

て
、

こ
れ

を
実

定

的

(p
os
itiv
)

に
画

定

し

た

も

の

で

あ

る

。

こ

う

し

た

創
造

性

の
あ

る

具

体

化

は
、

け

っ
し

て

閉

じ

ら

れ

た

(a
b
g
e
s
ch
lo
ss
e
n
)

も

の

で

は

な

い
。

と

は

い
え

、

収

監

者

の
最

小

限

の

権

利

に
含

ま

れ

る

一
定

の
部

分
局

面

(T
eila
s
p
e
k
t
)

は
、

そ

れ

が
占

典

的

な
基

本

権

位

置

と
同

概

さ

れ
得

、

ま

た

そ
れ

に
応

じ

て
、

侵

害

(
B
e
e
in
tr
a
ch
tu
n
gq
)

も

〔基

本

権

の
〕

Vi

a;

(B
e
s
c
h
ra
n
k
-

u
n
gq
)
と

み

な

さ

れ

、

か

つ
そ

れ

に
し

た

が

っ
て
他

の

基

準

で
量

ら

な

け

れ
ば

な

ら
な

く

な

る

と

い
う

こ
と

を

通

し

て
、

し

だ

い

に
確

固

と

し

た

も

の
に
な
る
。
1

こ
れ
は
徹
底
的

に
可
能

な

こ
と
で
あ
る
。

ゆ

連

邦
憲

法

四
条

か

ら
出

る
手
続

L

の
貧

困
者

の
権

利

(p
ro
z
e
s
s
u
a
le
s
A
r
m
e
n
r
e
ch
t)

を
具
体

化
す

る
際

に
も

、
連
邦

裁
判

所

は
、

,
個

の

明

i‾
に

描

か

れ

た

(fe
s
t
u
m
ris
s
e
n
)
基

本

権
内

容

か

ら
出

発

す

る

こ
と

を

せ

ず
、

む

し

ろ

、

請

求

権

に
よ

り

明

確

な

輪

郭

(
K
o
n
t
u
r
)
を

付
ー1
す

べ
く

、

自

己

の
判
例

を

確
固

と

し

た
も

の
と

し

N

(s
ta
n
d
ig
)

純

化
さ

せ

る

(
く
2
。hΦ
ぎ
興
コ
)
た

め

に
努

め

た

よ

う

に
み

え
る
。

〔し

か
し

な
が

ら
、
〕

ま
ず

何
人

に
も

無
償

の
訴

訟
追

行

の
た

め

の
包

括
的

な
請

求

権
を

認
め

、

そ
し

て
許

さ

れ
た
制

約

を
懸

念
す

る

と

い
う

こ
と

は
、

た
と

え
理
論

的

に

は
考
慮

に
値

す

る
も

の
で
あ

っ
て
も

客

観

的

に
妥
当

で
な
く
、

か

つ
実

際

L

ほ

と

ん

ど
実
現

不
可

能

で
あ

る
。

の

そ
れ

に
対
し

て
、

連

邦
憲

法

四

条

の

・
他

の
具

体

化
、

た

と

え
ば
法

的

審
問

(r
e
c
h
tlich
es
G
e
h
o
r
)
を

求

め

る
請

求

権

の
特

定

の
観

点

は
、

八
置
H

で
は
既

に
、

次

の
よ
う

な
形

で
固

ま

っ
て
い
る
。

つ
ま

り
、

判

決

は
、

む

し

ろ
、

こ
の
よ

う
な

・
か
れ

こ
れ

す

る

問

に
強

化

さ
れ

た
基

本

権

位
置

の
制

限
を

、

前
述

の
侵

害

基
準

(
E
in
gq
】°if
fs
v
9
,磐

。゚
s
e
tz
u
n
g
)

に
も
と

つ

い

て
評

価
す

る
方

向

に
傾

い

て
い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
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そ
れ

で
、
連
邦
裁
判
所
は
、
或

る

一
般
的
禁
止

が
許
容

さ
れ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
審
査
し
た
際
、
少
な
く
と
も
示
唆
す

る
仕
方

で

(
im
p
liz
it
)
、

基
本
権
制
約

の
際

に
慣
行
的

に
用

い
ら
れ
る
諸
基
準
を
、
弁
護

上
が
労
働
裁
判
所

で
主
張
す
る

こ
と
を
許
容

し
た
。
連
邦
裁
判
所

は
、
右

の
制
約

に

か
ん
す
る
邦
法

の
法
律
的

原
則
を
審
査
し
、

ま
た
、

精
確

に
で
は
な

い
に
し

て
も
事
物

に
即
し

て

1

高

い
争
訟
　
.　

(S
tre
itw
e
rt
)
を

伴

っ
た
複

雑

な
争

訟

に
か

ん

す

る

自

ら

に
許
容

さ
れ

た
禁

止

(a
n
s
ich
z
u
la
ss
ig
e
s
V
e
rb
o
t
)

6

比

例

原

則

適

合

性

を

否

定

し

た

の

で
あ

る
。

99〕

4

.
占

典

的

自

由

権

の
大

多

数

は

、

た

と

え

ば

信

仰

の
実

践

(G
la
u
b
e
n
s
a
u
s
u
b
u
n
gq
)
、

誌

論

(R
e
ti
e
)、

集

会

な

ど

の

よ

う

な

一
定

の
生

活

L

の
事

実

関

　

(L
e
b
e
n
s
sa
ch
v
e
r
h
a
lt)

と

つ
な

が

っ
て

い

る
。

こ
れ

と

は
逆

に

、

法

的

平

等

の
要

請

(R
e
ch
tsg
le
ich
h
eitsg
e
b
o
t)

は
、

潜

在

的

に

あ

ら

ゆ

る
生

活

領

域

に
浸

透

し

て

い
る

と

こ
ろ

の
、

む

し

ろ

形

式

的

な
原

理

(℃
r
in
z
ip
)

で
あ

る
。

判

例

は
、

そ

れ

で

、

た

と

え
ば

、

法

的

平

等

の
形

態

で
官

庁

の
情

報

を

用

い
る

こ
と

を
求

め

る

マ

ス

・
メ

デ

ィ

ア

の
請

求

権

や
、

ラ

ジ

オ

お

よ

び

テ

レ

ビ

ジ

ョ
ン

へ
の

政

党

の
参

人

に

か

ん
す

る

機

会

平

等

の

　

c

(G
r
u
n
d
s
a
tz
)

な

ど

の
、

新

し

い
憲

法

L

の

平

等

の
要

s

(G
leic
h
h
e
it
sg
e
b
o
t)

を

、

変

る

こ
と

の

な

い
態

度

で
発

展

さ

せ

て

い
る

。

こ
れ

と

は
異

な
り

、

他

の
問

題

を

具

体

化

す

る
際

に
、

奇

異

の
感

を

与

え

ら
れ

て

い

る

の

は
次

の

こ
と

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

連

邦

裁
判

所

判

決

は
、

こ
の
領
域

で
は

ー

も
ち
ろ
ん
明
瞭

に
言

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
の
だ

け
れ

ど
も

1

一
定

の
相
当

な
請

求
権

か
ら
発

し
、

ま
た
、

〔権
利

 を
〕
制
約

す
る
措
置

(M
a
s
s
n
a
h
m
e
)
を
、

そ
の
合
憲
性

に
か
ん
す

る
そ
の
他

の
残
り

の
諸
基
準
を
手
が

か
り

に
し

て
審
査
す

る
、

と

い
う
も

の

で
あ
る
。
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右

の
よ

う
な
意
味

に
お

い
て
、
連
邦
裁
判
所
が
確
立

し
た

の
は
、
財
政
L

の
利
益

は
、
.平
等

の
報
酬
を
求

め
る
請
求
権

の
制
約
を
正
当
化
し
う
る

よ
う
な
充
分
な
公
的
利
益

の
い
か

な
る
も
の
を
も
提
.小
し
え
な

い
、
と

い
う

こ
と

で
あ
る
、

"??
　

(H
o
ch
s
ch
u
le
)

へ
の
法

的

に
.平
等

な
入

学

と

い
う
問

題

を
論

ず

る

に
あ

た

っ
て
は
、

〔連

邦

〕

裁
判

所

は
、

意

味

に
即

し
た
形

で

ヨ

ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス

イ

ス
基
本

権

原

論

』

(
九

)

κ

一

(
O19
U
)



五

.
一

(
119
U
)

(s
in
n
gq
e
m
a
ss
)、

次

の
こ
と
を
堅
持

し

て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
嚢

権
を
制
絢

雰

(§

§

・暮

ミ

・鳶

§
儀
)
定
員

条
項

は
、
公
的

利

㎜

益

に

よ

っ
て

こ

そ

正

当

化

さ

れ

る

も

の

で

あ

る

こ
と

、

ま

た

し

か

し

、

入

学

の
権

利

(Z
u
g
a
n
g
s
r
e
ch
t
)

6

制

約

は

、

無

条

件

の
必

要

性

(N
o
tw
e
n
d
ig
k
e
it
)

(比

例

原

則

〔<
o
「
鼠

=
∋
跨

匹
σq
評
o
幽色
)

の
枠

内

で
維

持

さ

れ
、

か

つ
そ

の
根
拠

を

一
定

の
法
律

に
お

い

て

有

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ
と

、

が

そ

れ

で
あ

る
。

5
.
八
,
目

の
基
本

権

論

の
中

心

に
在

る

も

の

は
、

財

産

権

保

障

お
よ

び
取

引

・
営

業

の
自

山

の

釈
義

(U
m
s
ch
r
e
ib
u
n
gq
)

と

制

約

B

e
s
ch
ra
n
k
u
n
g
)

と

の
間

の
限
界

付

け

(〉
げ
σq
i.e
n
z
u
n
g
)

の
問

題

で
あ

る
。

近

時

の
、

と

り

わ

け

プ
リ

ッ
ツ

・
ギ

ギ

(F'R
IT
Z
G
Y"G
I)

に

よ

っ
て
主

唱

さ

れ

た
学

説

に
よ

れ

ば

、

必

ず

し

も

全

て

の
経

済

政

策

(
W

ir
t
s
ch
a
ft
s
p
o
litik
)

は

経
済

政

策

L

の
立
法

(
w
ir
t
s
c
h
a
f
ts
p
o
liz
e
ilic
h
e
G
e
s
e
tz
gq
e
b
u
n
g
)
と

は
異

な

っ
て

取

引

・

営
業

の
自

山

(
H
a
n
d
e
ls
-
a
n
d
G
e
ξ
e
r
b
ef
r
e
ih
e
it)
か

ら

の
逸
脱

(A
b
w
e
ic
h
u
n
g
)

と
理
解

さ

れ

る
も

の

で
は

な

い
。

つ
ま
り
、

経
済

政
策

は
、

む

し
ろ

、

ス
イ

ス
経

済
憲

法

(
W

ir
t
s
ch
a
ft
s
v
e
r
fa
s
s
u
n
g
)

G
確
固

と

し
た

構
成
部

分

で
あ

っ
て
、

そ

れ
が

経

済

並
体

の
活
動

領
域

を
事
実

L
制

約

し

て

い
る
場
合

に
も
、

ま
さ

し
く
経
済

的

自
由

を
支

え

る

べ
く

仕

え

て
い
る
も

の
で
あ

る
。

と
理
解

し

て

い
る
。
他
方

で
、

た
と

え
ば

、
特

定

の
営
業

を

す

る
企
業

に
か
ん
す

る
必
要

条

.項

(
B
e
d
u
r
fn
is
k
la
u
s
e
l)

は
、
取

引

・
営
業

の
白
由

に

つ
い
て

の
変
容

し
た
理

解

の
内
部

に
お

い

て
も

一
個

の
制

限
を

形
成

し

て
い
る

の

で
あ

る
。

類
似

の
こ
と

が
、

財
産

権

#
'障

(E
ig
e
n
t
u
m
s
g
a
ra
n
tie
)

S
分
野

に
も
妥

当
す

る
。

つ
ま
り
、

財

産
権

"
か
か

わ

る

(
b
e
tr
e
ff
en
d
)

立

法

は
、

特

典

を

付

与

さ

れ

た

(ぐ
o
お

①
σq
e
b
e
n
)
包

括

的

な
財

産

権

保

障

の
制

約

と

区

別

で
き

な

い
も

の

で

は
な

く

、

む

し

ろ
、

こ
の

〔
財
産

権
保

障

と

い
う
〕

基

本
権

を
構

成

し
具

体

化
す

る

こ
と

の

で
き
る

も

の

で
あ

る
。

財

産
権

者

は
、

次

の
よ

う

な
条

件

が
満

た
さ

れ

て

は
じ
め

て
、

白
己

の
権

利

を
現
実

に
有
し

て
い
る
と

い
う

こ
と

が

で
き

る

す

な
わ

ち
、

「
私
権

が
、

多
様

な
財

産

権
者

の
範

囲

に

つ
い

て
相
圧

の
境

界
を

設
定

し
、

ま

た
財
産

譲
渡

の
た
め

の
制
度

を
置

い

て
い
る

こ
と
、

財
産

権
者

自
身

が
自

己

の
権

利
を

行
使

す

る
際

に
相
圧
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に
妨
害

す
る

と

い
う
状

況
が
生

じ

な

い
ほ
ど

に
、
建

築
警
察

・
計

画
法

が
L
地

利

川

(
B
o
d
e
n
n
u
t
z
u
n
g
)
を
ト
分

に
規
律

し

て
い
る

こ
と

、

国

家
が

、
快

適

な
生
活

が

で
き

る
よ

う
な
家

屋

の
建
築

の
た

め

の
法

L

の
、

か

つ
事

実
ヒ

の
条

件

を
創
出

す

る

こ
と
」

な

ど

が
、

そ
れ

で
あ

る
。

そ
れ

ゆ

え

に
、

こ

の
よ
う

な
総

体

的

な

(
σq
e
sa
m
t
)
立

法

は
、

た
ん

に
財

産

の
白

山

の
制

制

と
し

て
の
み
理
解

さ

れ

う

る
も

の
で

は

㎜

な

い
。

連

邦
裁

判

所

の
最
新

の
判
例

も

、

こ
れ

を
強

調

し

て

い
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

具
体
的

な

・
現
存

す

る
財

産

権

位
置

へ
の
侵
害

、

た
と

え
ば
建

築
禁

止

の
負

課

(A
u
fe
r
le
gq
u
n
gq
)
と

い

っ
た

も

の
が
、

制
限

と

し

て
生

じ

る
。

6
.
わ
れ

わ

れ
は
、
次

の
よ
う

に
要
約

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

す

な
わ
ち

、
基
本

権

は
、

具
体

化

の
多

様

な
観
点

の
中

で
必

要
と

さ

れ
る

、

と
。
基

本
権

の
形
'x

(
A
u
s
g
e
s
t
a
lt
u
n
g
)、

画
定

(U
m
s
c
h
r
e
ib
u
n
g
)
と
制
限

(
B
e
s
ch
ra
n
k
u
n
g
)
と

の
境

界
付
け

は
、
必

ず
し
も

軽

々

に
設
定

さ
れ

て
い
る
も

の
で
は
な

い
。

そ
れ

に
も
か

か
わ

ら
ず
、

基
本

権
制

限

の
観
念

は
、

放
棄

さ

れ
る

べ
き

で
は
な

い
。

と

り

わ
け

、
具

体

的

な
係
争

事

}
'当

　
者

(
B
e
t
r
o
ffe
n
e
n
)

S
観

点

か
ら

す
れ
ば

、

基
本

権
を

制

限

す
る
高

権

行
為

の
審

査

は
、
崩

壊

す

る

こ
と

の
な

い

大

き
な
意

味

を
当

然

に
有
し

て
い
る

の

で
あ

る
。
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五

四

(
Mウ
巳
)

第
四
章

基
本
権
の
制
約

103

憲
法

裁

判
所

と

し

て

の
連

邦
裁

判
所

に
付
託

さ

れ

て

い
る
も

の

は
、

「市

民

の
憲

法
ヒ

の
権

利

の
侵

害

に
か

ん
す

る
訴

え

」
を

裁
判

す

る

こ
と

、

で
あ

る
。

連

邦
裁

判

所

は
、

基
本

権

を

制
約

す

る

法
Q
=

(
E
i°la
s
s
)

お
よ

び
個

別

的
行

為

〔
"
処

分

7

(
E
in
z
e
la
k
t
)
を

、

 す

べ
て
の
個
別
事

案

に
お

い
て
と
ま

で
は

い
え

ず
、

原
則

と

し

て
な

の
だ
が

ー

次

の
基

準

に
も

と
つ

い

て
審

査
し

て
い
る
。

4321

〔争

わ
れ

て
い
る

・
公
権

力

に
よ

る
〕
侵

害

〔行
為

〕

が
、
卜

分

な
法
律

ヒ

の
根
拠

を
有

し

て

い
る
か

右
侵

害

行
為

が
、
優

越
的

な
公

益

に
合
致

し

て
い
る
か

〔.否
か
〕

?

右
侵

害
行

為

が
、
比

例
原

則

を
満
た

し

て

い
る
か

〔.否
か
〕

?

右
侵

害
行

為

が
、
基

本
権

の
核

心
内

容

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
を
擁

護
し

て
い
る
か

〔.否

か
〕

?

〔否
か

〕
?

103一

 

右

の
諸

条
件

が
す

べ
て

〔積

極

の
方

向

で
〕

充
足

さ

れ
た
場

合

に

の
み
、
基

本
権
侵

害

は
憲
法

の
前

で
持

ち

こ
た
え

る

(
°。
$
&

ゴ
巴
毎
冨
)

〔
11
違

憲

の
評

価
を

受

け
な

い
〕

こ
と

に

な
る

の

で
あ

る
。

こ
の
よ

う
な
審

査

の
尺
度

(P
r
u
fu
n
g
s
m
a
s
s
s
ta
b
)

は
、
次

の
述

べ
る
如

く
、

よ
り

詳
細

に
考
察

さ

れ

な
け
れ

ば

な
ら
な

い
。



1
.
法
律

上

の
根
拠
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1

.
法

律

と

基

本

権

の

問

の

同

一
化

傾

向

(
K
o
n
v
e
i°g
e
n
t
)

と

i　
　

(K
o
n
flik
t
)

の

法
律

と

い
う
も

の
は
、

民

硅
髭

義

国
家

に
お

い
て
は
、

一
方

で
は
人

の
自

山

と
平

等
と

を
保

障

す

る
も

の

(
G
a
r
an

t
)

と
し

て
、

他

方

で

は
国

家

の
決
定

へ
の
市

民

の
参
加

を
保

障
す

る
も

の
と

し

て
登
場

し

て

い
る
。

そ
れ

ゆ
え

に
、

そ
れ

は
、
基

本

権

の
中

心
的

な
関
心

事

(
A
n
lie
g
e
n
)

に
関
係

し

て
存

在

し

て

い
る

わ
け

で
あ

る
。

こ

の
よ

う
な
基

本

権

と
法

律
と

の
関

係

の
も

つ
調

和
的

側

面

は
、

基
本

権

が

、

こ

の
基

本

権

白

ら

が

導

==
す

K
a

(a
u
s
fii
h
re
n
)

法

:

?̀

'-6
っ
N

こ
そ

(
u
b
e
rh
a
u
p
t
e
r
s
t
)

自

己

の
内

容

を

定

め

て

い

る

(e
r
h
a
lt
e
n
)
場

合

に
、

と

り

わ

け
生
ず

る

の

で
あ

る
。

す
な

わ

ち
、

憲
法

L

の
裁

判
官

〔に
よ

る
裁

判

を
受

け

る
権

利

〕

の
保

障

は
、
広

く
基

本
権

の
内
容

を

画
定

し

て

い
る
と

こ
ろ

の

・
法

律

に
よ

っ
て
定

め

ら
れ

た
裁

判
所
組

織

〔が
存
在

し

て
い
る

こ
と

〕

を
前

提

に
し

て
い

る
。

所
有

権

の
保
障

は
、
立

法
者

が
、

何
人

も
有

す

る
ド
観

的
権

利

が

い
か

な
る
範

囲

に
及

ぷ

(e
r
s
tr
e
c
k
e
n
)

か
を

、

と
く

に
物

権
法

の

分
野

で
精

確

に
測
定

す

る

こ
と

に
依

拠

し

て

い
る
。

の

若

r

の
法
律

の
中

で
は
、
基

本
権

の
整

序

(
G
r
u
n
d
re
c
h
t
s
a
u
sg
es
t
a
lt
u
n
g
)
が
前

面

に
出

て
お
り
、

ま
た

他

の
法
律

の
中

で
は
、

基
本

権

の
,　
-　

(
G
i°u
n
d
i-e
ch
ts
in
te
i°e
s
s
e
)

と

そ
の
他

の
逆

方
向

の
国
家

的

課

　
(S
t
a
a
ts
a
u
fg
a
b
e
)

と
を

、

こ
の
両

方

の
憲

法
ヒ

の

関

心
賢

を
可
能

な

限
り

最
も
広

く

顧
慮

す

べ
く
、
相

圧

に
区

別
す

る
と

い
う

課
題

が
支

配
的

で
あ

る
。

そ
れ

で
、
或

る
集

会

〔を

規
制

す

る
〕
立

法

(V
e
r
s
a
m
m
lu
n
g
s
g
e
s
e
tz
)
は
、

一
方

で
は
潜

在
的

な

〔集

会

〕
豆

催
者

の
利
益

を
、
他

方

で
は

公
共
交

通

の
保

護
を

実
現

す

る
も

の

で
な

け
れ
ば

な

ら
な

い

こ
と

に
な

る
が
、

そ
れ

は
、

そ
う
し

た
ケ

ー

ス
に
お

け

る
紛
争

が

し
ば

し

ば
例
外

な
く

(d
u
r
c
h
g
　
n
g
ig
)
法
律

レ
ベ

ル
で
片
付

け

ら
れ

る
と

い
う
場

合

で
な
く

、
部

分
的

に
は
法

適

川

の
段

階

で

つ
ま
り

、

ヨ

ル
ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

i

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(九

)

κ

κ

(
ウ
回
)
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五

六

(
1　nノ
」
)

求

め

ら
れ

て
い
る
裁

量
権
行

使

領
域
内

部

で

解

決

に
導
か

れ

る
と

い
う
場

合

に
お

い

て
さ

え
求

め
ら
れ

る

の

で
あ

る
。

基

本
権

と

そ

の
他

の
国
家

的

課
題

と

の
間

の
実
践

的

な
協
調

(p
r
a
k
tis
c
h
e
K
o
n
k
o
r
d
a
n
z
)
を
実
現

す

る

こ
と
は
、

ま
さ

に
、

必

ず
し

も
可

能

な
わ

け

で
は

な

い
。

協

調

の
思

想

(
K
o
n
k
o
a

a
n
z
d
e
n
k
e
n
)

Cを

探

る

こ
と
〕

は
、

と

り
わ

け

そ
れ
が

"憲

法

と

は
前

以

て
統

一

し
;
;
も

S

(v
o
r
g
e
g
e
b
e
n
e
E
in
h
e
it
)

で
あ

る
"

と

の
観
念

か

ら
発

し

て

い
る
場
合

に
は
、

憲
法

の
内

部

に
立

法
と

裁

判

の

双
方

に
よ

っ

㎜

て
も
解

決

で
き

な

い
.
.　
-　

反

(A
n
t
in
o
m
ie
)
が
事
実

と

し

て
存
在

し

て

い
る
と

い
う

こ
と

を
隠

し

て
し

ま
う
危

険
を

冒
す

こ
と

に
な
る
。

ス
イ

ス
で

は
、

一
般
的

防

衛
義

務

と
信

仰

お

よ
び
良

心

の
白

山

と

の
衝

突

が
、

そ

の

一
例

で
あ

る
。

良

心
を

理
山

と

し

た

兵
役

拒

否
者

(
D
ie
n
st
v
er
w
eigq
er
e
r
)
6
問
題

は
、
連
邦
憲
法

四
九
条

κ
項

の
留
保
と
顧
慮
し

て
も
、
憲
法
ヒ

の
議
論

に
よ

っ
て
克
服

で
き
な

い
も

の
で
あ

っ
て
、

憲

法
L
の
緊
張
を
解

く
こ
と
に
努

め

て
は

い
な

い
政
治
的
決
定

を
必
要

と
す
る

(
b
e
d
u
r
fe
n
)
も
の
で
あ
る
。

の

法
律

が

、
他

の
も

の
を

も
、

基
　
-権
利

益

(
G
r
u
n
d
r
e
c
h
ts
in
t
e
r
e
s
se
)
と

し

て
具
体

化
し

て

い
る
限
り

、

そ

の
法

律

は
、

基
本

権

と

の
直

接

の
衝
突

に
行

き

つ
く

こ
と

に
な
り

う
る
。

そ
れ

で
、

た
と

え
ば
、

公

共
上

地

の
利

用

に
か

ん
す

る

一
法

律

が
、
不

適

切

な

ほ
ど
長

期

の
事
'=
=

　
　
期
間

(V
o
r
a
n
m
e
ld
e
fr
is
te
p
)
を
定

め

る

こ
と

に
よ

っ
て

〔何

ら
か

の
行
事

の
〕
開
催

を
過

度

に
困

難

に
し

、

な

い
し

は

実
際

L
不
可

能

に
し

て
し

ま

っ
て
い
る

よ
う

な
場

合

、

そ
れ

は
違

憲

と
さ

れ

う
る

の

で
あ

る
。
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2
.
基
本

権
制

約

の
た

め

の
前

提

と
し

て

の
法

律

の

基
本

権
制

約

の
際

の
法
律

の
位

置
付

け

(
S
t
e
lle
n
w
e
i°t
)

市

民

の
自

山

権
を

た

だ
法

律

の
根

拠

の
み

に

も
と

つ

い
て
制

約
す

る

こ
と

も
許

さ

れ

る

と

い
う

の

は
、

基
本

権

の
伝
統

的

な

"素

材

"

(G
u
t
)

に

属

す

る

事

柄

で
あ

る

。

こ

の
よ

う

な

伝

統

の

枠

(R
a
h
m
e
n
)

内

で
、

連

邦

裁

判

所

判

例

の
中

で

は

、

法

律

の

根

拠

(G
r
u
n
d
la
gq
①
)

が
、

長

期

に
わ

た

っ
て
、

基
本

権

侵
害

の
許

否

判
例

の
唯

一
の
基

準

で
あ

る

か

の
よ

う
な
観

を

呈
し

て

い
た
。

議

会

と
有

権
者

国

民
と

に

か
ん
す

る

ス
イ

ス
特
有

の
観

念

に
拠

り

つ

つ
、

唯

一
の
信

頼

で
き

る
基

本
権

の
守

護
者

(
fl
u
te
r
)
た

る
自

己

の
立

場

を

示

そ
う
と

す
る

こ
の

〔連
邦

裁
判

所

の
〕
判

決

は
、
ム
,
日

で
は
占

く

さ
く

な

っ
て

い
る

(
暮

霞

ゴ
0
5

。
基

本
権

制

約
が
正

当
化

さ
れ

る

の

は
、

法

律

に
よ
ら

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
が
、

そ
れ

に
と

ど
ま

る

こ
と

な
く
、
制

約

は
、
優

越

的
な

公
益

と
相
応

し

、
か

つ
比
例

し

な
け

れ
ば

な

ら

　
ご

　

ず

、

ま

た
、
基

本

権

の
核

心
内
容

(
閑
頸
轟

魯

口D
5

を
決

し

て
侵

害

し

て
は
な

ら
な

い
。

し
た

が

っ
て
、

立

法

者

は
、

基

本
権

の
側

か

ら

明

確

な
限
定

(
S
ch
r
a
n
k
e
)
を
置

か

れ

て

い
る

の
で
あ

り
、

別
言

す
れ

ば
、

基
本

権

に

は
立
法

者

に
対

し

て
固
有

の
領
導

効

果

(ω
冨
琴

7

u
n
g
s
k
r
a
ft
)
を
開

陳

す
る
機
会

が
与

え
ら
れ

て
い
る

の

で
あ
る
。
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合
、
彼

の
、
確
と
し
た
輪
郭
を
も

っ
た
.平
等
処
遇
の
命
令
を
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
す
る
論
理
は
、
先

に
挙
げ
た
根
拠
が
部
分
的
に
せ
よ
成

り

立

つ
、

と

い

う

こ

と

に

拠

っ

て

い

る

。

-

次

の

も

の

も

参

照

せ

よ

、

oQ
.
M

t
'L
L
F.R
,
a
°
p

O
.
(
A

n
m

.
3
0
)
,
S
.
1
2
4
f
f
.

(
　

)

B
G
E

1
0
5

Ia

1
2
1
.

(
48

)

こロ
Ω
国

N
O
恥

冨

ω
刈
こo
°

(
　

)

F
R
IT
L
G
ti
　c
i,
W

i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
r
e
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S
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9
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w
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g
e
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in
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F
e
s
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c
h
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if
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u
m
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0
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G
e
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t
a
g
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s
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e
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u
r
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f
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四

亘

の
次

の

文

も

参

照

せ

よ

。

1

「
多

分

、・口
い

う

る

の

は

、

『
制

約

思

^
』

(
S
c
h
r
a
n
k
e
n
d
e
n
k
e
n
)

は

、

概

念

」

の

多

大

の

明

断

さ

を

導

く

が

、

同

時

に

、

ま

さ

に

財

産

(
権

)

保

障

の

分

野

で

は

ト

分

な

有

効

性

と

は

ほ

ど

遠

い

法

秩

序

の

姿

、

と

り

わ

け

憲

法

と

法

律

の
関

係

の
姿

を

も

導

く

も

の

で

あ

る

、

と

い
う

こ
と

で

あ

る

。
」

(
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B
G
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1
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第

四
章

(1

)

連

邦
憲

法

.

↓
...条

一
.項
...号

お

よ
び
連

邦
裁
判

構
成

法

八
四

条

.
項

a
号
。

(2

)

多

く

の
連
邦

裁

判
例

の
中

で
、
代

表
的

に
、
B
G
E

1
0
6
Ia
2
°。
一
を

み

よ
。
基

本

権

の
核
心

内
容

が

明
白

に
は
侵

害

さ

れ

て

い
な

い
場
合

は
、

連

邦
裁

判
所

は
、

し

ば
し

ば
、

こ
う

し
た
基

準
を

全
く

川

い

て
い
な

い

(
た
と
え

ば
、

B
G
E
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0
6
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3
4
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0
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見

1
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既
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.区

々

の
憲

法

L

の
諸

日

的

の
間

の
実

際

的

な

調

和

を

見

出

す

こ
と

の
不

可

欠

性

を

と

く
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強

調

す
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し
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c
h
e
n

E
v
a
n
g
e
lis
c
h
e
n

K
ir
c
h
e
n
b
u
n
d
,
1
9
6
2
;
v
g
l.
a
u
c
h

R
tc'tt.　
rt
[　
B
;i
t
　　
t[.t　
,
D
a
s

G
r
u
n
d
r
e
c
h
t

d
e
r

G
e
w
is
s
e
n
f
r
e
i
h
e
it
,

V
V
D
S
t
R
L

2
8
,
B
e
t・li
n

1
9
7
ρ

oQ
°
冨

う

ま

た

、

W

ン
L
T
E
R

B
I-R
C
K
IIA
R
D
T

に

よ

る

連

邦

憲

法

四

九

条

の

註

釈

を

見

よ

。

そ

こ

で

は

、

骸

法

者

は

、

防

衛

の

義

務

や

教

育

な

ど

の

市

民

的

義

務

を

定

立

す

る

こ

と

を

、

信

仰

お

よ

び

良

心

の

自

山

に

よ

っ
て
妨

げ

ら

れ

る

こ

と

は

な

い

。

反

面

、

立

法

者

は

、

こ

う

し

た

義

務

を

画

定

す

る
際

に

は

、

信

仰

の

自

山

に
方

向

づ

け

ら

れ

て

し

か

る

べ
き

で

あ

る

、

と

述

Y
ら

れ

N

い

K
a

(
B
L'R
C'I<
li
:1
R
D
T
,
K
o
m
m

e
n
t
a
r・
d
e
r
s
c
h
w
e
iz
e
r・i-

s
c
h
e
n

B
u
n
d
e
s
v
e
i・f
a
s
s
u
n
g

v
o
m

2
9
.
M

a
i
1
8
7
4
,
3
.
A
u
f
la
g
e
,
B
e
r
n

1
9
3
1
,
S
°
4
4
6
f
)
°

A
,
日

で

は

、

通

説

は

、

兵

役

拒

否

(
D
ie
n
s
t
v
e
r
w
e
igq
e
r
u
n
g
)

S

問

題

は

憲

法

改

正

に

よ

る

以

外

に

は

解

決

し

え

な

い

、

と

す

る

。

現

在

、

「
行

為

に

よ

る

証

明

に

も

と

つ

く

真

正

の

市

民

的

役

　

(
Z
iv
ild
ie
n
s
t
)

6

た

め

の

国

民

イ

ニ

シ

ア

テ

ィ
ブ

」

が

係

属

し

て

い

る

(
じロ
oロ
=

り
◎。
O

押

oQ
°
4
4
1

f
f
)
°

(
6
)

こ
う

し
た
思

考

は
、

マ
グ

ナ

・
カ

ル
タ
と

そ

れ
以
降

の
イ

ギ

リ

ス
の
憲
法

文
書

の
中

に
見

出
さ

れ

る
。

ア
メ
リ

カ
合

衆
国

で
は
、

適

正

な
法

の

手
続

き

へ
の
要

請

は
、
時

と

し

て
、

立

法
手
続

き

と
同

じ
垂
さ

で
評

価

し

て
い
る

(同
時

に
、

後
出

の

二

八

頁
も

参
照

せ

よ

)。

ド

イ

ツ
に
お

け

る
立
憲

君
k

制

の
領

域

に
お

い

て
は
、

議
会

立
法

は
、
白

山
と

財
産

権

へ
の
侵

害

に
か
ん

し

て
要
求

さ
れ

る

が
、

そ

の
他

の
事

項

で
は
、

君
㍍

と
行

政
府

が
自

発
的

に

(a
u
s
e
ig
e
n
e
m

A
n
tr
ieb

〔白

己

の
裁
駄

で
〕
)
行

使

す
る

こ
と
が

で
き

る
。

(
7
)

範
例

と

し

N
'
B
G
E

C
O
I
1G4
,
8
2
I
23
°。
。
邦

法
律

の
適

川

に
か

ん
す

る
審

理

の
制

限

そ
れ

は
決
し

て
論

理

的
な

根
拠

を

も

つ
も

の

で

は
な

い
が

ー

の
結

果

と

し

て
、
基

本
権

保
護

は
、

実

際
L

、
恣

意
禁

止

の
具

体

化

に
帰

す
る

こ
と

に
な

る
。

そ

れ

に

つ
い

て
は
、

さ

し
あ

た

　

'

C
R
IS
T
O
P
I
t
R
o
t
t　
F.R
,
D
ie

K
o
g
n
it
i
o
n

d
e
s

B
u
n
d
e
s
g
e
r
i
c
h
t
s

b
e
i
d
e
r

s
t
a
a
t
s
r
e
c
h
t
l
ic
h
e
n

B
e
s
c
h
w
e
r
d
e

w
e
g
e
n

V
e
r
l
e
t
z
u
n
g

v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
m

a
s
s
ig
e
r

R
e
c
h
t
e
,
D
is
s
.
B
e
r
n

1
9
8
1

(
　

　

　

1
9
8
2
)
°

(
8

)

こ

の
基

準

に

つ

い

て

は

、

後

出

の

.

.
九

.頁

以

ド

。

(
未

完

)
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